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お知らせリリース
2026/06/12 

報道関係 各位 

 
公益財団法人川崎医学・医療福祉学振興会 

-医学・医療福祉学に係る助成- 

令和 8年度 助成金贈呈式 開催 
 

公益財団法人川崎医学・医療福祉学振興会は、来たる 7月 2日（木）、令和 8年度助成

事業受賞者への助成金の贈呈式を開催いたします。 

今年度の応募総数は募集件数（20 件程度）を上回る 59 件にのぼり、厳正な選考の

結果、22件を選定しました。（※別紙資料 ①助成対象者一覧 ②公募要綱 参照） 

◇教育研究事業の助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17件 

◇教育研究機関及び地域社会との連携・交流事業の助成・・・ 4件 

◇国際教育・研究交流事業の助成・・・・・・・・・・・・・ 1件   計 22件 

本法人は、岡山県内における医学・医療福祉学の向上と発展を促進し、県民の健康増進

と医学・医療及び福祉に係わる人材の育成に寄与することを目的とする助成事業等を行

っています。 

平成 15年の設立（平成 24年に新公益法人制度へ移行）から昨年度までに、3つの項目

について計 392件の助成を行ってきました。 

日 時 ： 7 月 2 日（木） 10：00～11：00 

会 場 ： 学校法人川崎学園 西館棟 16 階 大会議室 （倉敷市松島 577） 

参 考 ： https://z.kawasaki-m.ac.jp/ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜問合せ先＞ 
公益財団法人川崎医学・医療福祉学振興会 事務局 

（学校法人川崎学園 大学事務局 総務部総務課内）  Tel：086-464-1045（直通）  

086-462-1111（代表）  内線：16052 

昨年度の贈呈式の様子 
 

https://z.kawasaki-m.ac.jp/


令和８年度（公財）川崎医学・医療福祉学振興会　助成事業に係る助成対象者【教育研究】　（定款第４条第１項第１号） 資料①
（受付順）

№ 氏名 施設名 所属名 職名 研究題目

1 小野
お の

　早和子
さ わ こ

岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 病理学（腫瘍病理） 助教 AYA世代口腔扁平上皮癌の発生予防に向けた、高リスク前駆病変の抽出と病理学的予測因子の解明

2 元石　徹也
も と い し て つ や

川崎医科大学附属病院 MEセンター 臨床工学技士 動画解析ソフトを用いた無線式医用テレメータの周波数偏移確認手法の確立

3 岩本　侑一郎
いわもと ゆういちろう

川崎医科大学 糖尿病・代謝・内分泌内科学 臨床助教 グルココルチコイド誘発性高血糖におけるインクレチン受容体の機能解明

4 松本　良
まつもと りょう

川崎医科大学 産婦人科学 講師 RPOCにおける血流評価に基づく治療戦略と短期転帰の検討

5 道勇　慧到
ど う ゆ う け い と

川崎医科大学大学院
医学研究科 医科学専攻
生理系分野 神経病態生理学Ⅱ

大学院生 脳梗塞急性期における好中球が関与する早期神経症状悪化の機序解明

6 松井　優人
ま つ い ゆ う と

川崎医科大学 微生物学 助教 HTLV-1の転写制御因子TaxによるNR4A2誘導を介したT細胞老化・疲弊と病態発症機序の解明

7 砂田　芳宏
す な だ よ し ひ ろ

川崎医科大学大学院
医学研究科 医科学専攻
生理系分野 神経病態生理学Ⅰ

大学院生 ミクログリア特異的LPP3高発現による脂質メディエーター制御を介した脳血管障害後二次障害の分子機構の解明

8 山本
やまもと

　絵梨
え り

川崎医科大学附属病院 中央検査部 臨床検査技師 自動血球計数装置を用いた骨髄増殖性腫瘍（Myeloproliferative Neoplasms：MPN）スクリーニングの試み

9 河畑　匡法
かわばた まさのり

川崎医療短期大学 看護学科 講師 看護学生の自己調整学習・社会的スキル・実習適応感の因果関係：ウィズコロナの教育支援

10 石原　優香
い し は ら ゆ う か 川崎医科大学高齢者医療

センター
リハビリテーションセンター 作業療法士 地域包括ケア病棟における園芸療法の実装可能性と心理的効果の検討：多重ベースラインデザインによる予備的研究

11 松三　明宏
ま つ み あ き ひ ろ

岡山大学
学術研究院 医療開発領域
光学医療診療部

助教 医学生に対する内視鏡基本操作教育における動画教材の有効性の検証　-反転操作・ストレッチ操作の理解向上を目的として-

12 水上
みずかみ

　菜美
な み

川崎医科大学附属病院 眼科 視能訓練士 後天眼球運動障害における視能訓練療法の標準化に向けた検討 -家庭訓練療法の有用性-

13 清川　智之
きよかわ ともゆき

川崎医科大学附属病院 看護部 看護師 急性期脳卒中患者におけるせん妄発症・遷延化に関連する看護ケア因子の探索的検討
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№ 氏名 施設名 所属名 職名 研究題目

14 渡部　博之
わたなべ ひろゆき

川崎医科大学大学院
医学研究科 医科学専攻
形態系分野 放射線診断学

大学院生 筋層浸潤性膀胱癌におけるPeritumoral enhancementの画像病理検討

15 田中
た な か

　誠人
ま こ と

川崎医科大学附属病院 病院病理部 臨床検査技師 口腔細胞診の客観的診断パラメーターの検討

16 澳
お く

　昂佑
こうすけ

川崎医療福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科 講師 慢性足関節不安定症のサブタイプの解明

17 平野
ひ ら の

　憲
あきら

川崎医科大学 腎臓・高血圧内科学 臨床助教 CHIP関連慢性炎症とCKD進展の相互連関の解明
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令和８年度（公財）川崎医学・医療福祉学振興会　助成事業に係る助成対象者【地域連携・交流】　（定款第４条第１項第２号）
（受付順）

№ 申請代表者 申請者施設名 申請者所属名 申請者職名 行事名 期　日 会　場
人員

（予定）
受講料
の有無

1 石津
い し づ

　秀樹
ひ で き

岡山臨床倫理研究会
（公益財団法人慈圭会
慈圭病院）

世話人代表
（名誉副院長）

岡山臨床倫理研究会 第20回研修会 令和9年2月6日（土）
岡山大学病院
マスカットキューブ
（予定）

50～80人 2,000円／1人

2 太田
お お た

　泰子
や す こ

吉備国際大学 看護学部 講師
その時養護教諭は何ができるか。そこに繋がる日常は
どうか。（養護教諭等自主研修会）

令和8年8月28日（金） （予定） 吉備国際大学 30人 なし

3 進藤　貴子
し ん ど う た か こ

川崎医療福祉大学
医療福祉学部
臨床心理学科

学科長
犯罪と更生につながるこころを考える（仮）
-映画『プリズン・サークル』上映と司法・福祉専門職に
よるミニトーク-

令和8年10月～令和9年2月の土曜日
のうち、いずれか1日を予定

川崎医療福祉大学
講義棟・講義室（予定）

80～100人 なし

4 桑野
く わ の

　良三
りょうぞう

旭川荘総合研究所 所長 旭川荘医療福祉学会2026 令和8年12月3日（木）・4日（金）
旭川荘児童院
多目的ホール

100人 なし

1 / 1 



令和８年度（公財）川崎医学・医療福祉学振興会　助成事業に係る助成者【国際教育・研究交流（招請）】　（定款第４条第１項第３号）

№ 申請代表者 申請者施設名
申請者
所属名

申請者
職名

被招請者
被招請者

所属機関・部門・職名
目　的 滞在期間

1 狩谷
か り や

　明美
あ け み

旭川荘総合研究所 研究員 Minna-Liisa Luoma

Chief Specialist, Ageing and Services Unit,
Finnish Institute for Health and Welfare /
Associate Professor, University of Jyväskylä
Mannerheimintie 166, FI-00271 Helsinki,
Finland (Primary affiliation: THL)

FINGERデータを用いた認知機能障害及びアルツハイマー型認知症を
予防するための、多領域介入試験について

令和8年9月2日（水）～9月5日（土）
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資料② 
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令和８年度 公益財団法人川崎医学･医療福祉学振興会 
助 成 公 募 要 綱 

本法人では、令和８年度助成公募を下記の３項目にわたって行います。奮ってご応募いただきます

ようお知らせします。 

１． 教育研究事業の助成 

(1) 目 的 

この助成は、岡山県内における医学及び医療福祉学に関する研究を助成し、その振興を図る

ことにより医学界及び医療福祉社会の発展に寄与することを目的としています。 

(2) 対 象 

① 医学･医療福祉学の研究であって、申請者が１人で行うもの、または２人以上の研究者が同

一のテーマについて共同で行うもの。 

② 特色ある研究を発展させるためのもの。 

③ ４０歳以下（令和８年４月１７日（金）現在）の者が行う研究で、将来の発展が期待でき

るすぐれた着想をもつもの。 

(3) 助成件数と助成額 

１４件程度とし、助成額は１件あたり３０万円を上限とする。ただし、申請内容により減額

して助成を決定する場合がある。 

(4) 申請方法と締切日 

① 申 請 方 法 定められた様式による（要約はＡ４用紙１枚）。所属長の推薦が必要。 

② 申請締切日時 令和８年４月１７日（金）１５時（必着） 

２． 教育研究機関及び地域社会との連携･交流事業の助成 
(1) 目 的 

この助成は、岡山県内の医学・医療福祉学の教育研究機関と地域社会との連携・交流事業に

対して助成し、その振興と生涯学習の高揚、また、医療福祉知識の一層の普及を図ることを目

的としています。 

留意事項 

※ 各事業の実施期間は、原則として当該年度の１年間とする。 

※ 推薦者については、予め所属長から、推薦者となることの了承を得ておくこと。 

※ 助成が決定した場合は、令和８年７月２日（木）１０時から実施予定の「助成金等贈呈式」

へ必ず出席すること。（「助成金等贈呈式」の詳細については、６月中旬以降に受賞者の方

へご案内いたします。） 

※ 研究に関する助成が決定した場合は、所属機関の倫理委員会へ申請すること。 

※ 助成を受けた事業については、終了後、完了報告書等を提出すること。 

（完了報告書等をもって助成対象事業の成果を提出できない場合は、助成金の返還を求め

る可能性があります。） 

※ 受賞者の方は、助成を受けた研究の成果を論文等で公表する場合、本法人から助成を受け

た研究である旨を明記してください。 

和文例：公益財団法人川崎医学・医療福祉学振興会 

英文例：The KAWASAKI Foundation for Medical Science and Medical Welfare 
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資料② 
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(2) 対 象 

岡山県内の医学・医療福祉学に関する教育研究機関に所属する者が、岡山県内の会場で、本

年度中に実施する下記の行事を対象とします。 

① 公開講座  ② セミナー  ③ 講演会  ④ 研究会  ⑤ 研修会 等 

(3) 助成件数と助成額 

４件程度とし、助成額は１件あたり２０万円を上限とする。ただし、申請内容により減額し

て助成を決定する場合がある。 

(4) 申請方法と締切日 

① 申 請 方 法 定められた様式による（要約はＡ４用紙１枚）。所属長の推薦が必要。 

② 申請締切日時 令和８年４月１７日（金）１５時（必着） 

３． 国際教育・研究交流事業の助成 
(1) 目 的 

この助成は、医学・医療福祉学にかかわる岡山県内の研究者を海外の研究・研修へ派遣、ま

たは、外国の研究者を県内の大学へ招請する事業の一部（旅費、滞在費等）を助成することに

より、教育研究の向上に資することを目的としています。 

(2) 対 象 

① 派遣は、医学・医療福祉学に関する外国の大学または研究所での研究・研修であること。 

② 招請は、医学・医療福祉学に関する外国の大学または研究所に所属する研究者であること。 

(3) 助成件数と助成額 

海外派遣  １件程度とし、助成額は３０万円を上限とする。ただし、申請内容により減額し

て助成を決定する場合がある。 

外国人招請 １件程度とし、助成額は３０万円を上限とする。ただし、申請内容により減額し

て助成を決定する場合がある。 

(4) 申請方法と締切日 

① 申 請 方 法 定められた様式による（要約はＡ４用紙１枚）。所属長の推薦が必要。 

② 申請締切日時 令和８年４月１７日（金）１５時（必着） 

※ 各申請書の様式は、「https://z.kawasaki-m.ac.jp/projects/about.php」からダウンロード可能です。 

【申請書提出及び問合せ先】 

〒701-0192 倉敷市松島 577 学校法人川崎学園内 

公益財団法人川崎医学・医療福祉学振興会事務局 

TEL：（086）464-1045  E-Mail： zaidan@med.kawasaki-m.ac.jp 
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